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1．はじめに  

 何らかの原因で連続してコンクリートを打ち込むこと

ができなくなった場合に適切な措置が行われないと，コ

ールドジョイントが発生し，コンクリート構造物の美観

や耐久性に悪影響を生じることがある。コールドジョイ

ントの発生を抑止するには，内部振動機により再振動す

ることによって下層コンクリート上面を軟らかくした後，

上層コンクリートを打ち重ねる方法が有効であると考え

られる 1,2)。しかし，かぶりは断面が小さいことやスペー

サーが配置されていることから，直接内部振動機を挿入

しての再振動が不十分になり，また，ブリーディング水

の除去も不十分になりがちとなることが想定され，コー

ルドジョイントが発生しやすくなると考えられる。 
本研究では，打重ね時間間隔および打重ね方法の相違

が，継目部における美観，曲げ強度および塩分浸透性に

及ぼす影響について実験的に検討した。 
2．実験概要 

2.1 使用材料および配合 

 使用したセメントは普通ポルトランドセメント（密度

3.16g/cm³）であり，骨材には鬼怒川産川砂（表乾密度
2.59g/cm³）および山梨産砕石（表乾密度 2.72g/cm³）を
用いた。また，混和剤にはAE減水剤およびAE助剤を
用いた。コンクリートの水セメント比は55%，スランプ
は 12±2.5cm，空気量は 4.5±1.5%とした。 
2.2 供試体形状およびコンクリートの打重ね方法 

実験に用いた供試体は，150×150×600mmの縦打ちの
角柱であり，その中央部（高さ 300mmの位置）に打重
ね継目を設けた。コンクリートの打重ね方法は，表-1に
示したType A，Type B，Type CおよびType Dの4種
類とした。なお，実験には，棒径が 22mm で振動数が
200～250Hz の内部振動機および断面が 75×110mm で
振動数が 160～200Hz の型枠振動機を用いた。また，

Type BおよびType Dの場合には，再振動を行う直前に
ブリーディング水を除去した。打重ね時間間隔は，いず

れの打重ね方法においても0，30，60，120分の 4段階
とし，コンクリートの打込みは 20℃の環境下で行い，材
齢 28日まで気中養生を行った。 
2.3 試験方法 

 コンクリートの打重ねに対する評価方法は，目視，曲

げ強度および塩分浸透性による方法とした。目視による

試験では，継目の有無の確認を行い，美観に対する評価

を行った。また，曲げ強度試験は，JIS A 1106に準じて
三等分点載荷による方法とし，塩分浸透性試験は，NaCl
濃度 10％の塩水に供試体を 21日間浸漬させた後，鉛直
方向に割裂し，その後直ちに 0.1mol/lの硝酸銀水溶液を
噴霧し白く呈色した部分のコンクリート表面からの距離

を塩分浸透深さとする方法とした。 

3．実験結果および考察 

表-2は，目視により継目の有無を評価した一覧であり，
図-1は，打重ね時間間隔が 30および 120分における供
試体側面の外観である。下層コンクリートを十分に再振

動できる場合においては，打重ね時間間隔が始発時間ま

では継目が確認されなかった 2)が，今回の実験のように

かぶりを想定した場合では，下層コンクリートのブリー

ディング水を除去し，内部振動機によって再振動を行っ

たType Bであっても，打重ね時間間隔が 120分となる
と継目が確認された。これは，かぶりのように内部振動

機による締固めが困難な部位では，打重ね時間間隔に応

じた十分な再振動が行えないため，示方書で規定されて

いる打重ね時間間隔が150分以下でもコールドジョイン
トが発生する可能性があることを示していると考えられ

る。一方，型枠振動機のみで締め固めたType Cおよび
Type Dでは，打重ね時間間隔が 30分程度であっても，
目視によって継目が確認された。 

表-1 コンクリートの打重ね方法 

Type A 
上層コンクリートを打ち込み，断面中央部の 1箇所で下層コンクリートの上面から 10cm の位置まで内部振動機を挿入し 10 秒間

締め固める方法 

Type B 
下層コンクリート上面の断面中央部 1 箇所に内部振動機を挿入し 10 秒間再振動した後，速やかに上層コンクリートを打ち込み，

断面中央部の1箇所で下層コンクリートの上面から10cmの位置まで内部振動機を挿入し10秒間締め固める方法 

Type C 上層コンクリートを打ち込み，型枠の4側面から順次型枠振動機で各5秒間ずつ締め固める方法 

Type D 
下層コンクリート上面を型枠の4つの側面から順次型枠振動機で各10秒間ずつ再振動した後，速やかに上層コンクリートを打ち

込み型枠の4側面から順次型枠振動機で各5秒間ずつ締め固める方法 
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図-2は，打重ね時間間隔および打重ね方法と曲げ強度
の関係を示したものである。締固めに内部振動機を用い

たType AおよびType Bの場合は，打重ね時間間隔が
120分となっても曲げ強度はあまり低下しなかった。一
方，型枠振動機のみで締め固めたType Cの曲げ強度の
低下は比較的大きかったが，型枠振動機であってもType 
Dのように下層コンクリート上面を再振動した場合には
その低下の程度が小さくなる傾向にあった。 
図-3は，打重ね時間間隔が120分における打重ね方法
と塩分浸透深さの関係を示したものである。曲げ強度に

はあまり影響を及ぼさなかったType AおよびType Bの
場合であっても，目視によって継目が確認されると継目

部における塩分浸透深さは大きくなった。これらより，

内部振動機による締固めが不十分となりやすいかぶりで

は，打重ねによる強度のみならず，耐久性の低下にも注

意する必要があると考えられる。 

4．まとめ  

かぶりのように内部振動機による締固めが著しく困

難な場合では，型枠振動機で下層コンクリート上面を再

振動することによって，ある程度曲げ強度の低下および

塩分の浸透を抑制できるが，打重ね時間間隔が 30 分で
あっても目視によって容易に確認できる継目が発生する

可能性がある。また，内部振動機が挿入できる場合であ

っても，かぶりは断面が小さいことやスペーサーが配置

されていることから締固めが不十分になる恐れがあるた

め，打重ね時間間隔が 120分であっても継目が発生する
可能性がある。 
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(1) 打重ね時間間隔が30分の場合 

    
Type A                  Type B                   Type C                   Type D 

(2) 打重ね時間間隔が120分の場合 

図-1 打重ね時間間隔が30および120分における供試体の側面の外観 

 

 

表-2 目視による継目の評価 

打重ね時間間隔（分） 打重ね

方法 0 30 60 120 

Type A ○ ○ ○ × 

Type B ○ ○ ○ × 

Type C ○ × × × 

Type D ○ × × × 

○：継目が確認できない供試体 

×：継目が確認された供試体 
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図-3 打重ね方法と塩分浸透深さの関係
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図-2 打重ね時間間隔および打重ね方法

と曲げ強度の関係 
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